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倉庫型リユース店で新境地
ワットマン、買取店も年内開設へ

総合リユース店のワットマン（横浜市）が、タイで倉庫型の大型リユース店という新たな業態で新境地を
開拓している。17日には倉庫型としては２店目となるタイ３号店を、バンコク近郊に開業。タイ事業の足
場も固まってきたため、今年上半期（１～６月）にもバンコクで、日本と同様に買い取りをする総合リユ
ース店を開設する計画だ。これまで日本から輸出した商品の販売のみを行ってきた倉庫型店は、タイで買
い取った商品を販売するチャンネルにもなるため、日タイで国際的な循環型経済を加速させる。

　　

　バンコク東郊サムットプラカン県バンプリー郡にオ
ープンした倉庫型の新店舗（約400坪＝約1,322平方メ
ートル）。開店前には「徹夜組」を含めて120人以上が
列を作り、午前10時の開店と同時に小走りで目当ての
棚へ向かうと、用意した大きな袋に商品を詰め込んだ。
　販売方法は倉庫型の１号店（サムットプラカン県プレ
ークサー）と同じく、品目ごとの量り売りを採用。玩具
や衣類、靴、かばん、食器などが、１キログラム当たり
100～300バーツ（約360～1,080円）で売られ、自転車
やカメラ、ギターは単品で値段を付けている。
　商品は全てワットマンが日本で買い取り、タイへ輸出
した。ワットマン（タイランド）の安田典之・取締役は
「３号店はこれまでで最も大きな店舗。新店舗でも週１
回、10トンのコンテナで商品を日本から運び込む予定
だ」と意気込む。

　ワットマンは昨年７月に海外１号店としてタイに倉
庫型の販売専門のリユース店をオープン。同社は日本で
「トコトン買取」と称して、ブランド品ではない衣類や
一部壊れた家電でも可能な限り値段を付けて買い取り、
値段が付かない商品も全て引き取っている。ワットマン
は日本国内に50店舗を展開し、買い取り量が拡大して
いるためリユース品の新たな販売先としてタイを開拓
している。　

　タイの倉庫型店には一般消費者だけでなく、バイヤー
の来店も多く、玩具なら玩具、靴なら靴と品目ごとに大
量に買い付けていく。「週１回仕入れる新商品はほぼ売
れていく」（安田氏）といい、１号店は開業以来黒字を
計上している。ワットマンのタイでのフェイスブックの
フォロワーは9,000人を超え、知名度は徐々に高まって
いる。
　

タイでも「トコトン買取」を検討
　
　ワットマンが次にタイで目指すのは、「本業」とも言
える商品の買い取り販売を行う総合リユース店の開設
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だ。ワットマンはタイ２号店として、バンコク中心部の
商業施設「ターミナル21」に高級ブランドの売買を手掛
ける小型店を昨年９月に出店したが、総合リユース店に
ついては出店のタイミングを見計らってきた。
　　

　小松創常務は、「上半期にバンコクで出店し、日本と
同じ『トコトン買取』をしたいと考えている」と話す。
日本人駐在員らが転勤などで引っ越しをする際、家財道
具や日用品などを売りたいという需要が大きいとみて、
出店を急ぐ。小松氏は「ワットマンがタイでも買い取り
をすることで廃棄物を減らし、社会のインフラになりた
い」と語る。
　タイにも買い取りを行うリユース店はあるが、物によ
っては買い取りを断るケースが一般的。一方でワットマ
ンは、客が買い取りを希望する商品を全て買い取る「ト
コトン買取」を、タイで実施することを検討している。
それを支えるのが郊外の倉庫型店となる。一般的にバン

コク中心部で買い取りを断られる物も、ワットマンの郊
外店では客層の違いから売れる可能性が高いからだ。客
層の異なる販売チャンネルを充実させ、リユースする回
数を増やすことが廃棄物の削減につながり、「ワットマ
ンが目指す循環型社会の実現に近づく」（小松氏）。小松
氏は「買い取りをする店舗をバンコクに持ち、サテライ
ト（衛星）のようにバンコクの郊外に倉庫型店を増や
し、多層から成るリユース市場を創る」という構想を描
いている。
　川畑泰史社長は「ワットマンの日本での買い取り状況
から、タイで倉庫型店をあと２店は出店できる」とも話
す。川畑氏によると、日本の同業他社が買い取った商品
をタイの倉庫型店で販売することも検討している。その
場合は店舗を増設する可能性もある。２年目を迎えるワ
ットマンの海外事業について、川畑氏は「年商２億円を
目指したい」と語る。タイで蓄積した倉庫型店の運営ノ
ウハウを生かし、「グローバルな循環型社会の形成」を
目指す考えだ。（京正裕之）
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